
文部科学省大学間連携共同教育推進事業「産学公連携によるグローカル人材の育成と地域資格制度の開発」 
（事業推進代表：京都産業大学） 

「産学公連携によるグローカル人材 
の育成と地域資格制度の開発」 
平成25年度 成果報告会 

 採択から２年目を迎えた文部科学省大学間連携共同教育推進事業（「産学公連携によ
るグローカル人材の育成と地域資格制度の開発」）の今年度成果報告会を開催します。  
 京都の中堅企業が本学に求める人材とは一体どのような人材なのでしょうか？また、
そのために大学がすべきこととは一体何なのでしょうか？ 
 幅広く教職員の皆さん、学生の皆さん、一般からのご参加をお待ちしています。 

日時：2014年1月16日（木） 
場所：京都府職員研修・研究支援センター 視聴覚室 

≪第1部≫14：30～16：00 基調講演（第3回グローカルFD講演会） 
          （株）ウエダ本社   
            代表取締役社長  岡村 充泰 氏 

            「中小企業が期待する人材」 
   
        

≪第2部≫16：10～16：55 平成25年度事業報告（全体） 
・京都産業大学 法学部教授 中谷 真憲 氏 
 「グローカル人材プロジェクトとその展望」 
・京都産業大学 学生発表（仲田 匡志、中澤 真弘、高橋 夏美）  
 「学生から見たPBLの可能性」 
 ≪第3部≫16：55～17：40 平成25年度事業報告（本学） 
本学における取り組み報告・学生発表   
・「企業と社会」論    青山 公三 公共政策学部教授／受講学生 
・「下鴨００７」(FM)    杉岡 秀紀 公共政策学部講師／ゼミ生 
・その他 
 
  

【お申し込み/お問い合わせ先】 
京都府立大学 地域連携センター大学間連携推進室（担当：長谷川・池田） 

TEL／FAX 075-703-5212 E-mail hasegawa@kpu.ac.jp 
 

 新卒の3人に1人が3年以内に退職するというミスマッチが続いていま
すが、何が原因でしょうか？学生は大企業に流れていきますが、大企業
と中小企業の仕組みの違いを理解しているでしょうか？ 
 ワークライフバランスが叫ばれ、長時間労働が悪の様な風潮ですが、
働く事は、そんなに悪い事なのでしょうか？日本人の働き方や日本の職
場環境を通して、そこで求められる人財を考えたいと思います。 
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